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令
和
4
年
度
の
当
初
予
算
案
を
は
じ

め
、
私
の
所
信
の
一
端
と
主
要
施
策
等
の

概
要
を
申
し
上
げ
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応

　

国
内
に
お
き
ま
し
て
、
い
ま
だ
猛
威
を

振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
令
和

2
年
1
月
15
日
に
国
内
で
初
の
感
染
が
確

認
さ
れ
て
か
ら
2
年
が
経
過
し
、
3
年
目

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
緊
急
事
態
宣

言
の
発
出
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の

適
用
に
よ
り
、
感
染
拡
大
防
止
の
対
策
が

と
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。直
近
で
は
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
ま
ん
延
に
よ
る
第
6
波

が
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
激
増
と
な
っ
て
お

り
、
当
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
1
月
以
降
、

多
く
の
感
染
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
特
に

10
代
以
下
の
方
の
感
染
が
、
約
5
割
を
占

め
て
お
り
、
町
内
の
小
中
学
校
、
保
育
所

の
児
童
・
生
徒
・
園
児
の
方
々
の
感
染
も

確
認
さ
れ
、
保
護
者
の
皆
様
、
そ
し
て
関

係
者
の
皆
様
も
大
変
に
ご
心
配
さ
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

当
町
と
し
ま
し
て
は
、
施
設
等
で
感
染

が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
感
染
を
広
げ

な
い
こ
と
が
最
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
保
健
所
と
協
議
し
、
速
や
か
な
消
毒

を
行
う
な
ど
、
ま
た
施
設
等
の
休
止
な
ど

感
染
を
広
げ
な
い
対
応
を
と
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
皆
様
に
は
ご
理
解
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
近
の
傾
向
と
し
ま
し
て
は
、
家
庭
内

で
の
感
染
も
増
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
家

令
和
令
和
44
年
度
年
度

施
政
方
針

　

能
登
町
第
二
次
総
合
計
画
7
年
目
と
な
る
令
和
4
年
度
は

ど
の
よ
う
な
施
策
が
行
わ
れ
る
の
か
―
―
3
月
定
例
会
議
で

大
森
町
長
が
述
べ
た
、
施
政
方
針
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

庭
内
で
の
感
染
対
策
も
し
っ
か
り
と
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
併
せ
て
、
感
染

さ
れ
た
方
へ
の
誹
謗
・
中
傷
な
ど
も
決
し

て
行
い
ま
せ
ん
よ
う
何
卒
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
2
月
7

日
よ
り
3
回
目
の
追
加
接
種
を
開
始
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
新
た
に
5
歳
か
ら
11
歳

の
方
の
接
種
も
今
月
よ
り
開
始
い
た
し
ま

す
。3
回
接
種
に
よ
り
感
染
を
防
ぐ
効
果
・

重
症
化
リ
ス
ク
も
下
げ
る
効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
の
で
、
積
極
的
な
接
種
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
方
創
生
の
実
現
を
目
指
す

　

コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
多
く
の
若
者
が
「
地

方
で
の
就
業
」
を
希
望
す
る
な
ど
、
顕
著

と
な
っ
た
「
地
方
回
帰
の
機
運
」
を
逃
す

こ
と
な
く
、
そ
の
流
れ
を
一
層
加
速
さ
せ

る
た
め
、「
第
2
期 

能
登
町
創
生
総
合
戦

略
」
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

岸
田
総
理
は
、
経
済
対
策
の
中
心
に
捉

え
る「
新
し
い
資
本
主
義
」に
お
い
て
、「
そ

の
主
役
は
地
方
で
あ
る
」
と
し
て
、
地
方

創
生
の
新
機
軸
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
」
を
打
ち
出
し
、

・「
デ
ジ
タ
ル
」
と
し
て
「
５
Ｇ
環
境
の

整
備
」
や
「
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
利
活
用
」

な
ど
に
よ
る
「
Ｄ
Ｘ
」

・「
田
園
都
市
」
と
し
て
「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
」を
は
じ
め
と
す
る「
Ｇ
Ｘ
」

こ
の
「
２
つ
の
Ｘ
」
が
織
り
な
す
施
策
を

通
じ
、国
を
挙
げ
て
、「
地
方
創
生
の
実
現
」

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

子
や
孫
の
世
代
が

　

受
け
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
町
に

　

私
が
、
町
民
の
皆
様
か
ら
町
政
の
舵
取

り
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
来
月
で
1
年

が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
4
月
10
日
に
町
政
を
引
継
ぎ
、

全
て
の
町
民
の
皆
様
が
、
健
や
か
に
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
と
と
も
に
、
時
代
に
対
応
し
た
新

し
い
能
登
町
を
目
指
し
、
町
政
の
推
進

に
全
力
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
の
間
、多
く
の
町
民
の
皆
様
、

議
員
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご
指
導
、
ご

助
言
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
住
む
能
登
町
は
、
先
人
た
ち

が
守
り
育
て
て
き
た
豊
か
な
環
境
に
囲
ま

れ
、
継
承
さ
れ
て
き
た
独
自
の
文
化
に
恵

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
時
代

の
流
れ
、
ま
た
世
情
に
よ
り
、
日
々
、
変

化
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
当
町
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
、
当
町
の
魅
力
で
あ
る
祭
礼

の
中
止
や
、
経
済
活
動
の
停
滞
な
ど
も
危

惧
さ
れ
、
町
の
に
ぎ
わ
い
も
薄
れ
て
い
る

状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
人
口
減

少
に
伴
う
少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
が
進

み
、
誰
も
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
時
代

を
迎
え
、
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
お

り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
力

を
合
わ
せ
、
こ
の
能
登
町
を
、
末
永
く

子
や
孫
の
世
代
が
受
け
継
ぐ
こ
と
が
で

き
る
町
と
し
て
、
町
政
運
営
に
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
当
町
の
飛

躍
・
発
展
に
全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

当
初
予
算
編
成
の
考
え
方

　

歳
入
面
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
や
人
口
減
少
に
伴
う
町

税
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
歳
出
面
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
た
地
域
経
済
の
回

復
や
福
祉
の
充
実
な
ど
の
新
た
な
財
政

需
要
の
増
加
の
ほ
か
、
近
年
の
大
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
伴
い
高
く
推
移
す
る
公

債
費
な
ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で

あ
り
ま
す
が
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営

を
行
う
た
め
、
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
歳

出
削
減
に
努
め
ま
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
人
口
減
少
対
策
や
関

係
人
口
の
創
出
、
福
祉
の
充
実
、
公
共

施
設
の
適
正
管
理
な
ど
重
点
的
に
取
り

組
む
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
、
選
択
と
集

中
に
よ
り
し
っ
か
り
と
予
算
配
分
を
行

い
ま
し
た
。

一
歩
一
歩
着
実
な
ま
ち
づ
く
り
を

　

私
に
と
り
ま
し
て
、
初
め
て
の
当
初
予

算
の
編
成
と
な
り
ま
し
た
が
、
予
算
編
成

を
通
し
て
、
改
め
て
町
政
を
担
う
責
任
の

重
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
町
政
発
展

の
た
め
に
は
町
職
員
を
は
じ
め
、
町
民
の

皆
様
、
議
員
の
皆
様
の
ご
協
力
が
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、「
和
」
を
以
て
皆
様
と
ス

ク
ラ
ム
を
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と

を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
世
界
中
が
共
有
し
て
い
る
キ
ー

ワ
ー
ド
の
一
つ
と
し
て
「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
」
直
訳
す
る
と
「
持
続
可
能
性
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
言
葉
の
意
味
は
、
今

の
時
代
だ
け
が
良
け
れ
ば
い
い
と
い
う
も

の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
行
動
が
未
来

へ
ど
う
つ
な
が
る
の
か
、
未
来
の
人
の
た

め
に
今
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
て
行
動
す

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

町
政
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
も
、
10
年

後
、
20
年
後
の
能
登
町
の
未
来
を
イ
メ
ー

ジ
し
な
が
ら
、
山
積
す
る
課
題
に
対
し
て

皆
様
と
一
歩
一
歩
着
実
に
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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　令和 4 年度当初予算は、平成 27 年度に策定した第 2 次総合計画に掲げる「人をつなぎ、地域
をつなぎ、未来へつなぐまちづくり」を目指し、「能登町創生総合戦略」を踏まえた人口減少対
策や関係人口創出の更なる推進など、能登町創生を推し進めるべく編成しました。
　福祉の充実や公共施設の適正管理、地域経済の回復など、住民サービスの向上と持続可能な財
政運営に努めるとともに、さまざまな地域課題の解決に取り組みます。

●自主財源
　町税は納税義務者数及び所得等の減により、
1,905 万円減の 15 億 4,880 万円を見込んでいます。
●依存財源
　歳入全体の約 50% を占める地方交付税は、10
億 7,000 万円増の 74 億 6,000 万円を見込んで
います。
　国庫支出金・県支出金は、地域密着型サービス
等基盤整備事業等により 15 億 7,685 万円を見込
んでいます。
　町債においては、統合保育所整備事業や新焼
却施設整備事業、旧内浦庁舎跡地整備事業等に
より、5 億 4,160 万円増の 22 億 5,380 万円と
なりました。

●義務的経費
　総額は 62 億 7,398 万円となり、全体の約 42％を占
めました。そのうち人件費については、職員給の減等に
より、4,429 万円減の 20 億 8,871 万円となっています。
公債費は、当初予算では繰上償還金を見込み、8 億 2,246
万円増の 30 億 4,633 万円となりました。
●投資的経費
　普通建設事業費において、統合保育所整備事業や旧内浦
庁舎跡地整備事業、町道法面崩壊緊急対策事業等により、
5 億 8,513 万円増の総額 14 億 8,546 万円となりました。
●消費的経費
　物件費は遊休施設の解体事業や新型コロナワクチン接
種事業等で 2 億 5,237 万円の増、維持補修費は 7,046
万円の増となりました。また、補助費等は、新焼却施設
整備に係る奥能登クリーン組合への負担金が増加した影
響で、1 億 6,223 万円増の 33 億 4,470 万円となり、全
体では 5 億 1,909 万円増の総額 72 億 4,456 万円とな
りました。

【
用
語
解
説
】

自
主
財
源
…
町
税
、分
担
金
及
び
負
担

金
、使
用
料
、手
数
料
、財
産
収
入
、繰

入
金
、諸
収
入
な
ど
自
主
的
に
収
入
し

う
る
財
源

依
存
財
源
…
地
方
交
付
税
、国
庫
支
出

金
、県
支
出
金
、地
方
譲
与
税
、地
方
債

な
ど
、国
や
県
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
額

を
交
付
さ
れ
た
り
、割
り
当
て
ら
れ
た

り
す
る
収
入

町
税
…
町
民
税
、固
定
資
産
税
な
ど
、

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金

繰
入
金
…
町
の
基
金
か
ら
の
繰
入
金

諸
収
入
…
町
税
の
延
滞
金
な
ど
他
の

収
入
科
目
に
含
ま
れ
な
い
収
入

地
方
交
付
税
…
地
域
間
の
税
源
の
不

均
衡
を
調
整
し
、す
べ
て
の
地
方
公
共

団
体
が
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、国

が
地
方
公
共
団
体
の
一
般
財
源
と
し
て

配
分
す
る
税

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金
…
各
種
事
業

に
対
す
る
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど

町
債
…
資
金
調
達
な
ど
の
長
期
借
入
金

人
件
費
…
議
員
報
酬
、各
種
委
員
報

酬
、特
別
職
給
与
、会
計
年
度
任
用
職

員
を
含
む
職
員
給
な
ど

扶
助
費
…
社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し

て
、障
害
者
総
合
支
援
法
、児
童
福
祉

法
、老
人
福
祉
法
な
ど
に
基
づ
き
、生
活

を
維
持
す
る
た
め
に
支
出
さ
れ
る
経

費
や
各
種
扶
助
の
経
費

公
債
費
…
町
債
の
元
利
償
還
金
及
び
一

時
借
入
金
の
利
子
の
合
算
額

普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
、学
校
な
ど

公
共
用
ま
た
は
公
用
施
設
の
建
設
事

業
に
要
す
る
経
費

物
件
費
…
需
用
費（
消
耗
品
等
）、役
務

費（
郵
便
料
等
）、委
託
料
、賃
借
料
、備

品
購
入
費
な
ど

補
助
費
等
…
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
や

奥
能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
、宇
出
津
病
院

へ
の
負
担
金
な
ど

繰
出
金
…
一
般
会
計
と
特
別
会
計
ま
た

は
、特
別
会
計
相
互
間
で
支
出
さ
れ
る

経
費

１５０億１４００万円
（前年度比 18 億 7500 万円増　14.3％）

令和４年度
　能   登   町   当   初   予   算能   登   町   当   初   予   算

特別
会計

企業
会計

５５億２２４５万円
　（前年度比 1 億 4849 万円増　2.8％）

５９億２４８５万円
　（前年度比 1 億 764 万円増　1.9％）

◆地方債残高
区分 令和 4 年度末（見込）令和 3 年度末（見込）

一般会計 　　204 億 5303 万円 　　211 億 6050 万円

水道事業 　　 41 億 1327 万円 　　042 億 1258 万円

下水道事業 　　 68 億 1157 万円 　　 71 億 8358 万円

病院事業 　　 7 億 5429 万円 　　 7 億 8364 万円

計 　　321 億 3216 万円 　　333 億 4030 万円

◆基金総額
区分 令和 4 年度末（見込）令和 3 年度末（見込）

一般会計 　　 25 億 7287 万円 　　 31 億 8816 万円

特別会計 　　  6 億 4731 万円 　　 6 億 4979 万円

会計名称 予算額 増減

水道事業会計 014億9377万円 14.7％

収益的支出 008億1791万円 19.7％

資本的支出 006億7586万円 9.2％

下水道事業会計 017億3103万円 0.5％

収益的支出 008億6932万円 ▲01.7％

資本的支出 008億6171万円 2.8％

病院事業会計 027億       5万円 ▲03.3％

収益的支出 024億5179万円 ▲01.8％

資本的支出 002億4826万円 ▲16.1％

会計名称 予算額 増減

国民健康保険 023億6942万円 4.5％

保険事業勘定 023億6405万円 4.6％

直営診療施設勘定 000億0537万円 ▲4.7％

後期高齢者医療 003億4291万円 5.7％

介護保険 028億1012万円 1.0％

寄附金
2億10万円

自主財源自主財源
（20.3%）（20.3%）

依存財源依存財源
（79.7%）（79.7%）

地方交付税地方交付税
74億6000万円74億6000万円

地方譲与税
1億9054万円

国庫支出金
8億6580万円

県支出金
7億1105万円

地方消費税交付金
4億1280万円

その他
6480万円

町税
15億4880万円町債

22億5380万円

使用料及び手数料
4億1321万円

繰入金
7億5479万円

分担金・負担金
5474万円

諸収入・その他
8358万円

義務的義務的
経費経費

（41.8%）（41.8%）

投資的投資的
経費経費

（9.9%）（9.9%）

消費的消費的
経費経費

（48.3%）（48.3%）

人件費
20億8871万円

扶助費
11億3894万円

公債費
30億4633万円

普通建設事業費
14億8350万円

災害復旧事業費
196万円

物件費
21億5886万円維持補修費

2億7466万円

補助費等
33億4470万円

積立金
1億3949万円

繰出金
10億6661万円

投資及び出資金
2億5712万円

その他
1312万円

一般会計

歳入状況

歳出（性質別）状況
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③
健
康
で
心
に
豊
か
さ
を

　

持
て
る
人
づ
く
り

介
護
基
盤
施
設
等
整
備
事
業

４
１
，
１
５
１
千
円

▽
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス

提
供
体
制
の
整
備
を
推
進
。
既
存
施
設
の

移
転
改
築
の
支
援
と
、
開
設
時
の
初
度
経

費
を
支
援
。

ま
つ
な
み
キ
ッ
ズ
セ
ン
タ
ー
再
整
備
計
画

３
，
４
８
７
千
円

▽
ま
つ
な
み
キ
ッ
ズ
セ
ン
タ
ー
の
再
整
備
に

向
け
た
計
画
策
定
。

児
童
セ
ン
タ
ー
管
理
費２

４
，
８
６
６
千
円

④
地
域
を
通
し
て
共
に
学
び
、

　

ま
ち
の
未
来
を
担
う

　

人 

づ
く
り

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業

１
８
，
８
９
６
千
円

▽
1
人
1
台
整
備
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

活
用
し
、
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
よ

る
授
業
を
実
施
。

海
洋
教
育
推
進
事
業

７
９
１
千
円

▽
郷
土
愛
を
深
め
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持

て
る
実
践
教
育
と
し
て
、
小
中
学
校
で
海
洋

教
育
の
充
実
を
図
る
。

能
登
高
等
学
校
魅
力
化
事
業

⑤
地
域
の
絆
を
深
め
、
住
み

　

続
け
た
く
な
る
ま
ち
づ 

く
り

定
住
促
進
事
業

２
５
，
０
８
０
千
円

▽
前
年
度
整
備
し
た
交
流
拠
点
「
ノ
ト 

ク

ロ
ス
ポ
ー
ト
」
を
活
用
し
、
移
住
・
定
住
サ

ポ
ー
ト
を
実
施
。

４
９
，
９
９
３
千
円

▽
「
ま
ち
な
か
鳳
雛
塾
」
を
運
営
。
全
国
の

高
校
2
年
生
の
単
年
留
学
を
受
け
入
れ
る

「
地
域
留
学
」
を
継
続
実
施
。

英
語
力
向
上
対
策
事
業　
　

  

１
，
２
３
４
千
円

▽
外
国
在
住
の
外
国
人
講
師
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
英
語
授
業
を
実
施
。

公
民
館
整
備
事
業

６
，
２
７
０
千
円

▽
白
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
を
増
改
築
し
、

白
丸
公
民
館
に
転
用
す
る
。
4
年
度
は
増
改

築
実
施
設
計
な
ど
。

文
化
財
保
護
費

 

４
，
７
６
７
千
円

▽
遠
島
山
公
園
内
に
あ
る
文
化
施
設
の
収
蔵

物
集
約
化
検
討
の
た
め
、
調
査
を
実
施
。

真
脇
遺
跡
縄
文
館
管
理
費　
　
　

４
１
，
６
０
４
千
円

▽
真
脇
遺
跡
縄
文
館
の
空
調
改
修
。

松
波
城
址
整
備
事
業

７
，
４
０
８
千
円

▽
遺
構
の
保
存
整
備
を
実
施
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
事
業

２
３
０
千
円

▽
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
、
チ
ラ
シ
を
作

成
し
、
Ｐ
Ｒ
を
強
化
す
る
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
務
費

４
，
３
０
７
千
円

▽
隔
週
土
曜
日
に
大
型
店
舗
等
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
出
張
申
請
窓
口
を
開
設
し
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
を
図
る
。

公
債
費

３
，
０
４
６
，
３
３
１
千
円

▽
定
時
償
還
以
外
に
繰
上
償
還
を
行
い
、
地

方
債
残
高
の
削
減
を
図
る
。

遊
休
施
設
解
体
事
業１

９
５
，
５
９
６
千
円

▽
「
能
登
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」、

「
能
登
町
公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
」
に
基

づ
き
遊
休
施
設
の
解
体
を
進
め
る
。

⑥
わ
か
り
や
す
い
行
財
政
と

　

情
報
の
共
有
に
よ
っ
て
、

　

つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

①
誰
も
が
住
み
よ
い
と
感
じ
る

　

地
域
が
一
体
と
な
っ 

た

　

ま
ち
づ
く
り

白
丸
漁
港
海
岸
高
潮
対
策
事
業

３
０
，
１
０
０
千
円

▽
高
潮
に
よ
る
越
波
や
浸
水
被
害
を
防
止
す

る
た
め
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
。

道
路
維
持
管
理
作
業
報
奨
金

２
，
４
０
０
千
円

▽
地
区
・
町
内
会
に
よ
る
町
道
の
草
刈
り
作

業
へ
の
報
奨
金
制
度
を
策
定
。

町
道
法
面
崩
壊
緊
急
対
策
事
業

１
０
０
，
０
０
０
千
円

▽
令
和
7
年
度
ま
で
集
中
的
に
町
道
法
面
対

策
事
業
を
実
施
。
4
年
度
は
法
面
対
策
7
路

線
8
か
所
。

旧
内
浦
庁
舎
跡
地
整
備
事
業

２
０
７
，
６
３
１
千
円

▽
旧
内
浦
庁
舎
を
解
体
し
、
跡
地
に
松
波
分

団
詰
所
を
移
転
す
る
。
4
年
度
は
旧
内
浦
庁

舎
の
解
体
を
実
施
。

交
通
安
全
推
進
事
業

４
９
，
７
９
６
千
円

▽
能
登
自
動
車
学
校
の
運
営
会
社
に
対
し
、

教
習
コ
ー
ス
修
繕
や
、
高
齢
者
講
習
開
講
に

要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
。

し
尿
処
理
施
設
管
理
費５

６
，
８
１
７
千
円

▽
し
尿
処
理
施
設（
能
登
町
衛
生
セ
ン
タ
ー
）

の
維
持
管
理
。
脱
水
汚
泥
搬
出
機
器
改
修

な
ど
。

水
道
事
業
会
計
補
助
金１

４
４
，
６
２
５
千
円

▽
漆
原
浄
水
場
解
体
撤
去
に
係
る
繰
出
金
を

計
上
。

奥
能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
負
担
金

１
，
２
９
６
，
９
４
３
千
円

▽
同
組
合
の
事
業
費
を
負
担
。
令
和
5
年
1

月
よ
り
新
焼
却
処
理
施
設
稼
働
開
始
予
定
。

農
業
基
盤
整
備
事
業

１
４
，
１
５
０
千
円

▽
宮
崎
地
区
の
農
業
用
水
石
綿
管
更
新
や
福

光
地
区
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
改
修
に
係
る
県
営

事
業
負
担
金
。

林
道
整
備
事
業

４
１
，
６
１
５
千
円

▽
改
良
３
路
線
、
橋
梁
修
繕
、
橋
梁
修
繕
調

査
設
計
。

森
林
環
境
譲
与
税
事
業３

３
，
２
７
８
千
円

▽
適
切
に
経
営
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
森

林
で
意
向
調
査
と
間
伐
を
実
施
。

小
規
模
近
代
化
設
備
整
備
事
業

２
，
２
１
３
千
円

▽
石
川
県
漁
協
能
都
支
所
へ
輸
送
タ
ン
ク
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
小
木
支
所
へ
ベ
ル
ト
コ

ン
ベ
ア
の
更
新
費
用
を
補
助
。

養
殖
業
促
進
事
業

２
，
５
０
０
千
円

▽
産
学
連
携
に
よ
っ
て
、
養
殖
業
に
取
組
む

事
業
者
に
対
し
、
設
備
・
施
設
整
備
に
要
す

る
費
用
を
助
成
。

漁
港
管
理
費

９
，
９
０
６
千
円

▽
小
浦
漁
港
防
護
柵
更
新
工
事
、
藤
波
漁
港

浚
渫
工
事
。

創
業
・
継
承
支
援
事
業１

８
，
９
１
０
千
円

▽
町
内
で
の
創
業
と
事
業
継
承
を
支
援
す
る

た
め
、
店
舗
建
築
や
備
品
購
入
等
に
要
す
る

金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金
等
に
対
し
て
一
部

を
助
成
。

関
係
人
口
創
出
事
業

２
３
，
０
２
５
千
円

▽
地
域
外
復
業
人
材
の
活
用
促
進
や
、
新
た

に
実
証
実
験
と
し
て
地
域
資
源
活
用
体
験
コ

ン
テ
ン
ツ
を
作
成
す
る
ほ
か
、
企
業
研
修
誘

致
事
業
等
を
実
施
。

能
登
町
産
お
い
し
い
お
米
普
及
事
業　

　
　
　
　
　

１
５
０
千
円

▽
学
校
給
食
の
米
飯
を
2
等
米
か
ら
1
等
米

と
す
る
掛
か
り
増
し
経
費
を
助
成
。

畜
産
事
業
事
務
費

３
，
１
７
７
千
円

▽
小
中
学
校
・
保
育
所
に
お
い
て
能
登
牛
を

使
っ
た
「
牛
丼
」
を
提
供
。
ま
た
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
へ
の
負
担
金
を
計
上
。

県
営
ほ
場
整
備
事
業

３
８
，
２
３
０
千
円

▽
「
天
坂
・
久
田
」「
柳
田
中
央
第
2
」「
瑞

穂
」「
大
箱
」「
十
郎
原
」「
瑞
穂
第
2
」
の

6
地
区
で
の
整
備
を
継
続
。
ま
た
、「
上
町
」

地
区
の
計
画
を
策
定
。

②
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た

　

し
ご
と
づ
く
り

　　    令和 4 年度　主要事業令和 4 年度　主要事業

▽
こ
ど
も
み
ら
い
セ
ン
タ
ー
子
育
て
支
援

ル
ー
ム
を
改
装
。

統
合
保
育
所
整
備
事
業１

３
９
，
６
６
７
千
円

▽
宇
出
津
地
区
の
2
保
育
所
を
統
合
し
、
新

た
に
保
育
所
を
整
備
。
4
年
度
は
統
合
保
育

所
実
施
設
計
、
ひ
ば
り
保
育
所
解
体
な
ど
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業　

４
６
，
８
９
７
千
円

▽
3
回
目
接
種
お
よ
び
5
～
11
歳
の
接
種
体

制
の
確
保
。

母
子
保
健
事
業

１
６
，
３
１
３
千
円

▽
屈
折
検
査
機
器
（
ス
ポ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ
ン
）

を
購
入
。「
プ
レ
妊
活
健
診
」
を
行
う
ほ
か
、

妊
娠
期
サ
ポ
ー
ト
支
援
と
し
て
妊
娠
・
出
産

期
の
健
診
に
か
か
る
交
通
費
を
支
援
。

地
域
資
源
等
活
用
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業

２
，
４
０
０
千
円

▽
地
域
資
源
等
を
活
用
し
た
事
業
や
、
独
自

性
の
高
い
ア
イ
デ
ィ
ア
で
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
展
開
を
行
う
事
業
者
を
支
援
。

観
光
振
興
対
策
事
業

３
８
，
１
０
３
千
円

▽
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
ラ
イ
ブ
動
画
配
信

お
よ
び
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
や
冬
季
宿
泊
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
へ
の
支
援
。

外
国
人
観
光
客
等
「
お
も
て
な
し
」
向

上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

５
，
０
０
０
千
円

▽
コ
ロ
ナ
収
束
を
見
据
え
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
を
見
込
み
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
行
う

飲
食
店
を
支
援
。

空
家
対
策
推
進
事
業

４
，
４
１
９
千
円

▽
空
き
家
解
体
に
か
か
る
経
費
の
一
部
を

補
助
。

大
会
合
宿
等
誘
致
事
業

７
，
８
２
３
千
円

▽
教
育
旅
行
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
な
ど
に
よ
る

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
。
ま
た
、テ
ニ
ス
・

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
に
限
定
し
、
一
般
・
シ
ニ
ア

層
等
ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の
助
成
を
実
施
。
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後期高齢者医療制度へ加入している皆様へ後期高齢者医療制度へ加入している皆様へ

令和４年度からの保険料などのお知らせです令和４年度からの保険料などのお知らせです
令和4・5年度は保険料率および保険料賦課限度額が下記のとおり変更となります。

保険料率（年額） 均等割額　48,500 円　（47,520 円→ 48,500 円）
所得割率　　 9.53％　（9.33％→ 9.53％）

保険料賦課限度額 年額　66 万円　（64 万円→ 66 万円）

※均等割には所得に応じて軽減制度（7・5・2割）があります。
※令和4年度の保険料額決定通知書は、7月中頃に順次お送りします。

【問合せ先】
県後期高齢者医療広域連合
　　☎ 076-223-0140
健康福祉課　☎ 62-8512

議
会

第
２
回
能
登
町
議
会
３
月
定
例
会
議

は
、
３
月
7
日
に
開
会
し
３
月
17

日
ま
で
の
11
日
間
と
会
期
を
定
め
、
令
和

4
年
度
能
登
町
一
般
会
計
予
算
な
ど
議
案

37
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
大
森
町
長
が

提
案
理
由
を
述
べ
、
す
べ
て
の
議
案
が
各

常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

17
日
に
行
わ
れ
た
採
決
で
、
議
案
37

件
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

追
加
議
案
と
し
て
議
会
提
出
議
案
3
件

が
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

令和 4 年第 2 回
3 月定例会議

■
可
決
さ
れ
た
議
案
…
37
件

令
和
4
年
度
当
初
予
算
…
7
件

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
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後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介
護
保
険

特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
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下
水
道
事

業
会
計
、
病
院
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業
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計

令
和
3
年
度
補
正
予
算
…
6
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一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
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）、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
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第
4
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後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
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第
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介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
2
号
）、
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
2
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）、
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
2
号
）

・
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

・
能
登
町
地
区
集
会
所
等
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例
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一
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す
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い
て
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員
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懲
戒
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手
続
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す
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す
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て
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員
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児
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す
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す
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す
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す
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つ
い
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登
町
消
防
団
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す
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条
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い
て
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登
町
会
計
年
度
任
用
職
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給
与
等
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関
す
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一
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改
正
す
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条
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つ
い
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能
登
町
財
産
条
例
の
制
定
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つ
い
て

・
能
登
町
基
金
条
例
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一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
体
験
交
流
施
設
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
観
光
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
海
洋
深
層
水
施
設
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー
設
置
条

例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
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改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
七
見
健
康
福
祉
の
郷
「
な
ご
み
」

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
認
定
こ
ど
も
園
設
置
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
学
校
施
設
使
用
料
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

・
能
登
町
研
修
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

・
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

・
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

・
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

・
町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

・
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

■
可
決
さ
れ
た
議
会
提
出
議
案･･･

3
件

・
地
方
創
生
と
感
染
症
対
策
に
資
す
る
デ

ジ
タ
ル
化
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

・
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に
関
す
る
手
続

き
の
簡
素
化
と
対
象
職
種
の
拡
大
を
求
め

る
意
見
書

・
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
抗
議
す

る
決
議

08

保険料率などは2年ごと
に見直しを行うことに
なっています。

　住民税非課税世帯や令和 3 年 1 月以降に新型
コロナウイルス感染症の影響で家計急変のあっ
た世帯に対し、臨時特別給付金を支給します。

問企画財政課☎ 62-8535

①住民税非課税世帯 ②家計急変世帯

支給対象

世帯全員の令和 3 年度「住民
税均等割が非課税」の世帯
※世帯全員が課税者の扶養に
なっている場合を除く

令和 3 年 1 月以降の収入が
新型コロナウイルス感染症の
影響で減少し、「住民税非課税
相当」の収入となった世帯

支給手続

≪要提出≫
2 月に郵送した「確認書」を記
入し、必要書類とともに提出

≪要申請≫
申請書に必要事項を記入し、
添付書類とともに提出
申請書配布先
役場、各支所、町ホームページ

提出期限 令和 4 年 4 月 30 日 ㊏
（消印有効）

令和 4 年 9 月 30 日 ㊎
（消印有効）

①または②にあてはまる世帯の、世帯主の口座へ支給します。

■対象世帯・手続きなど

　給付額
1 世帯当たり
　
　　　　    10 万円

住民税非課税世帯等の「臨時特別給付金」

契約金額500 万円以上の入札結果です。
全入札結果は町ホームページに掲載しています。 

入札結果
2月15日～3月14日

件　名　　 場　所 担当課 契約額 落札者

令和 3 年度　社会資本整備総合交付金事業　
町道姫 5 号線　災害防除工事　その 4 姫 建設水道課 17,380,000 円 ㈱ランドスケープ

開発

問企画財政課
☎62-8535

4 月 1 日から4 月 1 日から予約制乗合タクシーの利用料金が一律 700 円になります

　宇出津地区を除く町内全域を 6 つの地域に分け、ご自宅から宇出津方面へ向かう「おでかけ便」と、
宇出津総合病院からご自宅へ向かう「おかえり便」の利用料金について、

4 月 1 日㊎ から 一律 1 人 700 円（片道）となります。 

会員登録　
無料。企画財政課または宇出津総合病院の「処方
せん相談窓口」で受付。
会員になれる人　
①能登町民　
②付き添いがあれば乗り降りができる人（乗り合
いという性格上、車いすでの利用はできません）
利用方法　
宇出津総合病院の

「処方せん相談窓口☎６２－１３１６」へ予約。 問企画財政課☎ 62-8535

【ご予約は】
「おでかけ便」は利用の 1 週間前～前日 17:00 まで
「おかえり便」は利用の 1 週間前～出発の 1 時間前まで

※予約後にキャンセルする場合は、必ず 1 時間前まで
　に「処方せん相談窓口」へ連絡してください。
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補助対象者
町内に事業所等を有する個人もしくは団体
または中小事業者
補助対象事業
①新たなビジネスモデル構築事業
　ＥＣサイトを活用した新たな販売ツールの開
　拓による販路拡大に向けた事業
②新商品開発等事業
　新商品、新サービスの開発から販路開拓まで
　の事業化に向けた事業
③ブランド化推進事業
　既存商品の付加価値を高める調査・研究・デ
　ザイン向上、販路拡大に向けた事業

◇地域資源活用ビジネス支援事業◇地域資源活用ビジネス支援事業

　　　　　　　　　　公募期間
第 1 回　5 月 2 日㊊～ 31 日㊋ ※ 6 月中旬審査会予定
第 2 回　9 月 1 日㊍～ 30 日㊎ ※ 10 月中旬審査会予定

補助対象経費
謝金、旅費、印刷製本費、通信運搬費、コンサ
ルタント費、委託費、デザイン費など
補助要件
今年度内に事業が完了し、かつ、原則として、
年度内に商品化や販売の見通しがあるもの
補助金額　　
補助対象経費の 4/5　※限度額 30 万円　

　地域資源等を活用した特産品の販路開拓や販売促進を行う能登町に事業所等を有する個人、
団体および中小企業の創意工夫ある取組に対し支援します。

補助対象者
町内で外国人観光客を受入れている実績がある
かまたは受け入れる予定のある飲食業を営む者
補助対象事業
■既設トイレの劣化改修などの経費
①和式便器から洋式便器への交換
②洋式トイレの劣化改修等
③上記①および②に伴うトイレブース（間仕切
　り、扉）の改修
■トイレの洋式化と併せて実施する④～⑦の経費
④洗面台の改修
⑤照明器具の交換
⑥トイレ施設の壁または床の改修

◇◇外国人観光客等「おもてなし」向上プロジェクト外国人観光客等「おもてなし」向上プロジェクト事業事業
　外国人観光客等の受入環境の充実による一層の誘客促進を図るため、受入環境整備に要する
経費の一部を補助します。

⑦外国人観光客、高齢者や障がい者等観光客の
　利用に配慮したトイレの改修
補助対象経費
調査費、委託料、工事請負費など
補助要件
工事契約や備品購入契約は町内の事業者・店舗
と行うこと
補助金額　　
補助対象経費の 1/2　※限度額 50 万円
対象期間
令和 6 年度までの 3 年間

（対象年度内に工事着手するもの）

補助対象者
町内に事業所を有する事業者で、次のいずれに
も該当するもの

（1）1 年以上同一事業を営んでいること
（2）令和 3 年 1 月から令和 4 年 1 月までに退

職金共済に加入し、12 か月分の掛金を支払っ
ていること

（3）町税を滞納していないこと
補助対象となる共済制度および掛金
中小企業退職金共済　
退職金共済に加入後、1 か月目から 12 か月目

◇中小企業退職金共済掛金補助事業◇中小企業退職金共済掛金補助事業
　勤労者の福祉の増進と雇用の促進・安定を図るため、退職金共済制度へ新しく加入した事業
主に対し、支払った掛金の一部を補助します。

までに支払った掛金のうち、令和 4 年度の交
付対象（令和 3 年 1 月～令和 4 年 12 月）分
補助金額
対象掛金の 20/100 以内
※従業員 1 人につき 12,000 円 / 年が上限）　

◎国からの助成金と併用して受けられます。
◎対象となる事業者には、中小企業退職金共
済からの報告をもとに、令和 5 年 1 月上旬
に申請書類一式を郵送します。

申請期限　令和 5 年 2 月 28 日㊋

　介護を必要とする人たちが地域で安心して暮らし、必要なサー
ビスが提供されるよう、介護従事者の不足の解消・定着を図る
ため、支援を行っています。
　ぜひ、能登町の介護事業所で働いてみませんか。

◆◆新人・再就職介護従事者新人・再就職介護従事者
　　　　　就業支援給付金　　　　　就業支援給付金
　新たに能登町内の介護保険施設等に就職する介
護従事者、もしくは再度町内の介護保険施設等に
就職する介護従事者に対し、3 年を限度として給
付金を支給します。

給付対象者
町内に住所を有し、平成 31 年 4 月 1 日以降、新
たに町内の民間介護保険施設等に常勤雇用として
就職する介護従事者であって、以前に町内の介護
保険施設等または町内に事業所を置く法人に雇用
されていない者、もしくは以前に介護従事者とし
て従事し、離職日から 3 月以上経過し、再度町内
の民間介護保険施設等に常勤雇用として就職する
介護従事者
給付金額・支給方法
■介護福祉士等（※ 1）

雇用開始日から継続して 1 年間就職した後、20
万円、以後 1 年経過ごとに 20 万円
■それ以外（※ 2）

雇用開始日から継続して 1 年間就職した後、10
万円、以後 1 年経過ごとに 10 万円
申請書の提出期限
雇用開始日から 1 年を経過した 2 か月以内
＊ 2 年目以降も毎年申請が必要です。

（※ 1）介護福祉士等の資格 ･･･ 理学療法士、作業療
法士、言語聴覚士、視覚訓練士、介護福祉士、介護
支援専門員、社会福祉士、看護師、准看護師、管理
栄養士、歯科衛生士

（※ 2）それ以外の資格 ･･･ 介護福祉士等の資格以外
の介護職員初任者研修・実務者研修の修了者、旧 2
級ヘルパーなどの介護業務に関する資格

◆◆介護サービス介護サービス
　資格取得奨励給付金　資格取得奨励給付金
　介護福祉士等の資格を取得、保有し、能登町内
の介護保険施設等に就職する介護従事者に対し、
給付金を支給します。

給付対象者
町内に住所を有し、申請時に、町内の民間介護保
険施設等に常勤雇用として就職する介護従事者で
あって、令和 4 年 1 月 1 日以降に介護福祉士等
の資格を取得、保有した者
給付金額・支給方法
一律 20 万円　
介護福祉士等（※ 1）の資格につき 1 人 1 回を限度
とし、別の資格を取得、保有した場合はその都度
支給
申請書の提出期限
資格を取得した日、もしくは雇用開始日から 2 か
月以内

◆◆介護福祉士国家試験対策模擬試験受験補助金介護福祉士国家試験対策模擬試験受験補助金
　町内の介護保険施設等に就職する介護従事者または町内の介護事業所等で就職する予定のある者に
対し介護福祉士国家試験に向けた対策模擬試験受験に要した費用を補助します。

補助対象者
町内に住所を有し、申請時に、町内の民間介護保
険施設等に常勤雇用として就職する介護従事者ま
たはその予定である者
対象となる模擬試験
次のいずれかの法人が開催または共催するもの

（１）公益社団法人　日本介護福祉士会
（２）一般社団法人　石川県介護福祉士会

補助金額
経費の 10/10　※限度額 1 万円
申請書の提出期限
受験日の翌日から 1 年以内

■
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■申請方法や申請書類に関しては、健康福祉課介護保険係（☎ 62-8517）までお問合せください。
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。

○
持
参
し
た
鉛
筆
を
使
用
す
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。
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44 月月 2424 日日日日投票日投票時間は夜 8 時まで（一部投票所を除く）
当日投票できない方は期日前投票ができます

　各区域の投票所については、表1のとおりです。
　投票時間については、午前７時～午後８時となりますが、一部の投
票所においては閉鎖時刻が午後７時となりますのでご注意ください。

投票所 場所 開設期間 投票時間 投票可能地域

第 1 能登町役場  第1研修室・第2研修室 4/8～23 午前8時30分～午後8時

全域

第 2 柳田総合支所　会議室 4/16～23 午前8時30分～午後7時

第 3 内浦総合支所 第1会議室・第2会議室 4/16～23 午前8時30分～午後7時

第 4 町立鵜川公民館　図書室 4/22～23 午前8時30分～午後7時

第 5 小木地域交流センター　ロビー 4/22～23 午前8時30分～午後7時

第 6 矢波地区集会所 4/20 午前8時30分～午後0時30分 矢波、猪平

第 7 宮地交流宿泊所こぶし 4/20 午後1時～午後5時 宮地、鮭尾、太田原、柏木

第 8 当目多目的研修センター 4/20 午前8時30分～午後0時30分 田代、下当目、上当目

第 9 斉和多目的集会所 4/20 午後1時～午後5時 中斉、神和住

第 10 上区集会場 4/21 午前8時30分～午後0時30分 上東、上西、滝之坊、田代駒渡

第 11 能登勤労者プラザ　体育館 4/21 午前8時30分～午後0時30分 越坂、上市之瀬、下市之瀬、明野

第 12 小浦地区集会所 4/21 午後1時～午後5時 小浦、羽根

表2　期日前投票所一覧（予定）

投票区 投票所 閉鎖時刻 区域

第１ 能登町役場
　第1研修室・第2研修室 午後 8 時

天保島、天徳町、本町、大蔵町、浜町、酒垂町、大竹町、中組、桜町、三番町、仙
人町、立町、横町、上田町、上町、中町、大橋組、栄町、中島町、浜小路、川原
町、上岩屋町、下岩屋町、新村本町、新村浜町、昭和町、音羽町、小棚木、大棚
木、漆原、梅ノ木、平体、大平、源平、城野町、錦町、鳳寿荘、城山、羽根

第２ 町立ひばり保育所　遊戯室 午後 8 時 四明ヶ丘、崎山1・2・3・4、宇出津新港1・2、辺田の浜、柳倉

第３ 町立三波公民館　多目的研修室 午後 7 時 間島、波並、矢波、猪平

第４ 町立神野公民館　ホール 午後 7 時 宇加塚、鶴町、曽又、下藤ノ瀬、上藤ノ瀬、神ノ目

第５ 町立鵜川公民館　図書室 午後 8 時 七見、桜台、天神町、鵜川栄町、二区、神出町、浜出町、馬場出町、大工町、桜
木町、小垣、谷屋

第６ 町立瑞穂公民館　和室 午後 8 時 吉谷、神道、八ノ田、町、院内、西安寺、爼倉、木住、三田、豊ヶ丘、武連、本木、
宮地、鮭尾、太田原、柏木

第７ 柳田総合支所　会議室 午後 8 時 野田、金山、日詰脇、重年、百万脇、米山、笹川、石井、国光、鴨川、十郎原、
五十里、ひかり団地、さくら団地

第８ 町立小間生公民館　研修室 午後 7 時 上長尾、小間生、鈴ヶ嶺、桐畑、久田

第９ 町立上町公民館　研修室 午後 8 時 合鹿、中ノ又、上町、天坂、寺分、五郎左エ門分、わすみ団地、こすもす、中
斉、神和住

第 10 町立岩井戸公民館　会議室 午後 7 時 黒川、大箱、北河内、田代、下当目、上当目

第 11 内浦総合支所
　第1会議室・第2会議室 午後 8 時

港町、第1 港町、中町、浜町、白山町、御坊町、平尻町、第1 元組、第2 元組、鍛
治町、上出町、第1 八幡、第2 八幡、梅の木団地、枇杷坂団地、坪根、恋路、明
生、空林、もちの木団地、雇用促進住宅、布浦、鹿泊、比那、九ノ里、第2 長寿
園、上東、上西、滝之坊、田代駒渡

第 12 町立不動寺公民館　集会室 午後 7 時 宮犬、不動寺、行延、山口、程谷、十八束、山中、満泉寺、国重、泉

第 13 町立秋吉公民館　集会室 午後 7 時 九里川尻、秋吉、河ヶ谷、清真

第 14 白丸コミュニティ施設
　多目的ホール 午後 8 時 立壁、四方山、向出、下出、新村、内浦長尾、新保

第 15 小木地域交流センター
　ロビー 午後 8 時 西町1・2、東町1・2・3、新町、下浜1・2・3・4、高浜1・2、三矢1・2、庄崎1・2・

3、高瀬1・2・3、越坂、上市之瀬、下市之瀬、明野
第 16 旧町立高倉保育所　遊戯室 午後 8 時 姫向浜、姫中組、姫1・2・3、姫幸の港、真脇、羽生、小浦

表1　投票区・投票所一覧（予定） こ
の
一
票

こ
の
一
票    

み
ん
な
で
政
治
を

み
ん
な
で
政
治
を    

動
か
そ
う

動
か
そ
う

問町選挙管理員会事務局☎ 62-1000（総務課内）

4 月 24 日㊐は参議院議員補欠選挙です。
棄権することなく忘れずに投票しましょう。

投
票
で
き
る
人

　

平
成
16
年
4
月
25
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

で
、
令
和
4
年
1
月
6
日
ま
で
に
本
町
に
住

民
登
録
を
行
い
、
引
き
続
き
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

期
日
前
投
票
に
つ
い
て

　

投
票
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票

に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
に
投
票
が
で
き

ま
す
。

　

期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間
は
、
4
月
8

日
㊎
か
ら
選
挙
期
日
の
前
日
ま
で
で
す
。
期

日
前
投
票
所
の
場
所
お
よ
び
日
時
に
つ
い
て

は
、
表
2
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
期
日
前
投
票
を
す
る
に
は
、
受
付

で
、
宣
誓
書
の
記
載
が
必
要
で
す
。
宣
誓
書

は
、
投
票
所
入
場
券
の
裏
面
に
掲
載
し
て
い

る
ほ
か
、
各
期
日
前
投
票
所
に
も
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
。

不
在
者
投
票
に
つ
い
て

・
滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

　

仕
事
や
旅
行
な
ど
で
期
日
前
投
票
も
投
票

日
当
日
の
投
票
も
で
き
な
い
人
は
、
所
定
の

手
続
き
に
よ
り
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
指
定
病
院
等
で
の
不
在
者
投
票

　

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た

病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
、
入
所
し

て
い
る
人
は
、
施
設
内
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
指
定
施
設
で
あ
る
か
確
認
の
う

え
、
早
め
に
施
設
の
長
に
不
在
者
投
票
の
請

求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
介

護
保
険
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
で
、
そ
の
障

害
の
程
度
・
介
護
の
区
分
が
所
定
の
条
件
に

該
当
す
る
人
は
、
ご
自
宅
な
ど
で
投
票
用
紙

が
記
入
で
き
る
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
前
も
っ
て
『
郵
便
等
投
票
証

明
書
』の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
特
例
郵
便
等
投
票
制
度

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
、

「
自
宅
療
養
」
ま
た
は
「
宿
泊
療
養
」
し
て

い
る
人
で
、
投
票
用
紙
等
の
請
求
時
点
で
、

外
出
自
粛
要
請
ま
た
は
隔
離
・
停
留
の
措
置

に
か
か
る
期
間
が
、
告
示
の
日
の
翌
日
か
ら

選
挙
当
日
ま
で
の
期
間
に
か
か
る
と
見
込
ま

れ
る
人
は
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▶告　示　日　4 月 07 日㊍
▶投・開票日　4 月 24 日㊐

投票立会人募集
　能登町選挙管理委員会では、有権者の選挙に対する関心を高めるとともに、親しみのある投票所を目指した
投票立会人を募集しています。投票立会人に意欲や興味、関心のある方は、是非、登録してください。
　　　報酬 1 日当たり　　当日投票所　　10,900 円　／　期日前投票所　　9,600 円

参
議
院　
　
　
　

参
議
院　
　
　
　
　　

補
欠
選
挙

補
欠
選
挙

石
川
県
選
挙
区

石
川
県
選
挙
区

選

出

議

員

選

出

議

員
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美
（
ひ
ば
り
保
育
所
保
育
士
）

▽
新
谷
裕
子
（
鵜
川
保
育
所
保

育
士
）
▽
嘉
枝
理
愛
（
鵜
川
保

育
所
保
育
士
）
▽
冨
田
江
美
子

（
柳
田
保
育
所
保
育
士
）
▽
一
谷

綾
香
（
柳
田
保
育
所
保
育
士
）

▽
川
崎
美
咲
（
柳
田
保
育
所
保

育
士
）

■
技
能
労
務
職

▽
嵐
ひ
と
み
（
鵜
川
保
育
所
）
▽

板
谷
秀
一
（
建
設
水
道
課
）
▽
鍛

治
谷
雄
一
（
建
設
水
道
課
（
浄

水
場
））
▽
干
物
弘
治
（
建
設
水

道
課
（
浄
水
場
））
▽
木
下
翔
太

（
建
設
水
道
課
（
浄
水
場
））
▽
東

世
宗
（
建
設
水
道
課
（
浄
水
場
））

▽
幸
田
恵
理
（
柳
田
総
合
支
所
）

■
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
医
師

▽
望
月
弘
和
（
皮
膚
科
医
長
）

■
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
看
護
師

▽
大
平
麻
美
（
主
任
看
護
師
）

■
新
規
採
用

▽
松
村
尚（
税
務
課
主
事
）
▽
中

嶋
保
菜
美（
健
康
福
祉
課
技
師（
社

会
福
祉
士
））
▽
濱
崎
直
子（
健
康

福
祉
課
技
師（
社
会
福
祉
士
））
▽

畔
川
彩
香（
健
康
福
祉
課
技
師（
保

健
師
））
▽
三
賀
亮
典（
健
康
福
祉

課
技
師（
保
健
師
））
▽
國
分
愛
理

（
健
康
福
祉
課
技
師（
管
理
栄
養

士
））
▽
佐
田
賢
二
郎（
ふ
る
さ
と

振
興
課
主
事
）
▽
尾
形
圭
則（
建

設
水
道
課
主
事
）▽
山
本
麻
耶（
中

央
図
書
館
司
書
）▽
羽
根
玲
美（
柳

田
保
育
所
保
育
士
）
▽
松
田
望
希

（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
技
師（
管

理
栄
養
士
））
▽
吉
倉
昌
平（
公
立

宇
出
津
総
合
病
院
内
科
医
師
）
▽

金
子
裕
紀（
公
立
宇
出
津
総
合
病

院
内
科
医
師
）

■
割
愛
採
用

▽
小
原
正
義
（
教
育
委
員
会
事
務

局
次
長
）

■
勤
務
延
長

▽
長
谷
川
啓
（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
長
兼
外
科
医
長
）

■
再
任
用
更
新

▽
赤
阪
浩
幸
（
小
木
支
所
長
）
▽

小
畠
忠
浩
（
鵜
川
支
所
長
）
▽
寺

主
幹
）
▽
川
口
陽
子
（
住
民
課
主

幹
）
▽
和
田
哲
也
（
住
民
課
主
幹

（
奥
能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
派
遣
期

間
更
新
））
▽
寺
下
礼
子
（
会
計

課
主
幹
）
▽
多
知
良
子
（
健
康
福

祉
課
主
幹
）
▽
大
門
孝
徳
（
健
康

福
祉
課
主
幹
）
▽
上
野
住
男
（
ふ

る
さ
と
振
興
課
主
幹
兼
ふ
る
さ
と

振
興
課
地
域
戦
略
推
進
室
主
幹
）

▽
浜
野
隆
佑（
農
林
水
産
課
主
幹
）

▽
石
平
哲
巳（
農
林
水
産
課
主
幹
）

▽
高
戸
直
美
（
内
浦
総
合
支
所
主

幹
）
▽
吉
田
真
紀
子
（
宇
出
津
公

民
館
主
幹
）
▽
喜
多
隆
志
（
教
育

委
員
会
事
務
局
主
幹
）
▽
山
口
竜

次
郎（
教
育
委
員
会
事
務
局
主
幹
）

▽
寺
下
由
朗
（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
事
務
局
主
幹
）

■
係
長
級

▽
小
坂
陽
一
（
総
務
課
係
長
）

▽
川
口
浩
喜
（
総
務
課
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
放
送
室
係
長
）
▽
玉
地
大
輔

（
企
画
財
政
課
係
長
）
▽
大
黒
恭

卓
（
企
画
財
政
課
係
長
）
▽
清

間
洋
（
税
務
課
係
長
）
▽
廣
瀬

崇
明
（
税
務
課
係
長
）
▽
藪
下

智
康
（
健
康
福
祉
課
係
長
）
▽

上
野
一
也
（
健
康
福
祉
課
係
長
）

▽
久
田
悠
貴
（
健
康
福
祉
課
係

長
）
▽
二
又
静
（
健
康
福
祉
課

係
長
）
▽
蔦
恵
一
（
ふ
る
さ
と

振
興
課
係
長
）
▽
新
出
直
典
（
真

脇
遺
跡
縄
文
館
係
長
）
▽
中
道

紀
（
柳
田
星
の
観
察
館
「
満
天
星
」

係
長
）
▽
吉
畳
ゆ
か
り
（
公
立

宇
出
津
総
合
病
院
事
務
局
係
長
）

■
主
査
級

▽
谷
内
琢
哉
（
税
務
課
主
査
（
奥

能
登
地
区
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

派
遣
期
間
更
新
））
▽
松
本
美
月

（
健
康
福
祉
課
主
査
）
▽
川
原
永

靖
（
健
康
福
祉
課
主
査
）
▽
釣
谷

拓
史
（
建
設
水
道
課
主
査
）
▽
槻

奈
々
（
柳
田
総
合
支
所
主
査
）
▽

谷
内
竜
也（
内
浦
総
合
支
所
主
査
）

▽
安
田
優
（
教
育
委
員
会
事
務
局

主
査
）

下
昇
（
総
務
課 

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
放
送

室
長
）
▽
角
谷
重
弘
（
柳
田
総
合

支
所
課
長
補
佐
）
▽
大
庭
毅
（
住

民
課
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー
所

長
）
▽
高
田
秀
樹
（
教
育
委
員
会

事
務
局
次
長
兼
真
脇
遺
跡
縄
文
館

長
）
▽
本
谷
広
子
（
健
康
福
祉
課

主
幹
）
▽
瀬
戸
厚
子
（
健
康
福
祉

課
主
幹
）
▽
下
野
陽
子
（
公
立
宇

出
津
総
合
病
院
事
務
局
主
幹
）
▽

上
端
正
美（
し
ら
さ
ぎ
保
育
所
長
）

▽
浅
井
節
子（
ひ
ば
り
保
育
所
長
）

▽
川
岸
孝
子
（
柳
田
保
育
所
長
）

▽
佐
野
静
子
（
ひ
ば
り
保
育
所
保

育
士
）
▽
谷
内
田
浩
（
総
務
課
秘

書
室
技
能
職
員
）▽
北
口
弘
美（
住

民
課
技
能
職
員
（
多
目
的
交
流
セ

ン
タ
ー
））
▽
舩
山
茂
（
住
民
課

技
能
職
員
（
多
目
的
交
流
セ
ン

タ
ー
））
▽
森
進
一
（
住
民
課
技

能
職
員
（
衛
生
セ
ン
タ
ー
））
▽

上
野
勧
（
住
民
課
技
能
職
員
（
能

都
埋
立
処
分
場
））
▽
山
口
伸
治

（
教
育
委
員
会
事
務
局
校
務
員（
柳

田
小
学
校
））
▽
岩
本
義
和
（
公

立
宇
出
津
総
合
病
院
事
務
局
技
能

職
員
）
▽
百
万
晴
治
（
公
立
宇
出

津
総
合
病
院
主
任
薬
剤
師
）
▽
青

■
主
事
級

▽
奥
野
歩
（
小
木
支
所
主
事
）
▽

亦
木
梨
奈
（
小
木
支
所
主
事
）
▽

蔵
裕
一
郎
（
鵜
川
支
所
主
事
）
▽

石
田
裕
一
郎
（
住
民
課
主
事
）
▽

油
谷
和
樹（
健
康
福
祉
課
主
事（
石

川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

派
遣
期
間
更
新
））
▽
寺
下
洸
平

（
農
林
水
産
課
主
事
）
▽
蛸
島
慎

司
（
農
業
委
員
会
事
務
局
主
事
）

▽
久
田
孔
輝（
建
設
水
道
課
主
事
）

▽
奥
野
立
樹（
建
設
水
道
課
主
事
）

■
主
任
保
育
士

▽
水
元
智
子
（
し
ら
さ
ぎ
保
育
所

主
任
保
育
士
）
▽
山
本
葉
子
（
鵜

川
保
育
所
主
任
保
育
士
）

■
保
育
士

▽
中
田
有
香
（
し
ら
さ
ぎ
保
育

所
保
育
士
）
▽
川
本
智
栄
（
し

ら
さ
ぎ
保
育
所
保
育
士
）
▽
桶

谷
望
（
ひ
ば
り
保
育
所
保
育
士
）

▽
古
谷
郁
恵
（
ひ
ば
り
保
育
所

保
育
士
）
▽
廣
田
麻
菜
（
ひ
ば

り
保
育
所
保
育
士
）
▽
川
本
愛

人
事
異
動

　

令
和
4
年
4
月
1
日
付
人
事
異
動
が
3
月
25
日
に
内
示

さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。　
（
異
動
総
数
１
７
４
件
）

■
課
長
級

▽
鵜
垣
厚
夫
（
税
務
課
長
）
▽
山

下
栄
治
（
ふ
る
さ
と
振
興
課
長
）

▽
小
川
勝
則
（
ふ
る
さ
と
振
興
課

担
当
課
長
兼
地
域
戦
略
推
進
室
長

（
定
住
促
進
協
議
会
事
務
局
長
兼

任
））
▽
中
橋
俊
紀
（
柳
田
総
合

支
所
長
）
▽
今
井
久
幸
（
教
育
委

員
会
事
務
局
長
兼
中
央
図
書
館
長

兼
コ
ン
セ
ー
ル
の
と
施
設
長
）

■
課
長
補
佐
級

▽
道
下
政
利
（
総
務
課
危
機
管
理

室
長
）
▽
吉
村
泰
輝
（
企
画
財
政

課
長
補
佐
）
▽
武
田
英
雄
（
住
民

課
長
補
佐
（
奥
能
登
ク
リ
ー
ン
組

合
派
遣
期
間
更
新
））
▽
石
渕
和

人
（
住
民
課
長
補
佐
）
▽
大
平

均
（
住
民
課
長
補
佐
兼
ふ
る
さ
と

振
興
課
地
域
戦
略
推
進
室
課
長
補

佐
）
▽
小
路
芳
宏
（
健
康
福
祉
課

長
補
佐
（
社
会
福
祉
法
人
能
登
社

会
福
祉
協
議
会
派
遣
））
▽
青
木

秀
勝
（
健
康
福
祉
課
長
補
佐
兼
ふ

る
さ
と
振
興
課
地
域
戦
略
推
進
室

課
長
補
佐
）
▽
小
原
信
幸
（
農
林

水
産
課
長
補
佐
）
▽
仲
谷
宗
（
農

林
水
産
課
長
補
佐
兼
ふ
る
さ
と
振

興
課
地
域
戦
略
推
進
室
課
長
補

佐
）
▽
又
多
敏
晴
（
建
設
水
道
課

長
補
佐
）
▽
大
平
哲
也
（
建
設
水

道
課
長
補
佐
）
▽
大
畑
幸
夫
（
内

浦
総
合
支
所
課
長
補
佐
）
▽
大
鷲

幸
生
（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
事

務
局
次
長
）

■
3
月
31
日
付
退
職
者

▽
蔭
田
大
介
（
総
務
課
長
）
▽
五

田
秀
綱
（
柳
田
総
合
支
所
長
）
▽

下
野
景
子
（
住
民
課
長
補
佐
）
▽

大
鷲
久
仁
子
（
健
康
福
祉
課
長
補

佐
）
▽
山
下
安
子
（
会
計
課
主
幹
）

▽
高
田
映
子
（
こ
ど
も
み
ら
い
セ

ン
タ
ー
所
長
）
▽
小
島
由
美
（
宇

出
津
公
民
館
主
幹
）▽
岩
住
均（
柳

田
総
合
支
所
係
長
）
▽
天
幸
佐

織
（
柳
田
保
育
所
保
育
士
）
▽
廣

■
再
任
用
任
期
満
了

▽
田
代
信
夫
（
ふ
る
さ
と
振
興
課

長
）
▽
辻
野
久
美
子
（
柳
田
総
合

支
所
技
能
職
員
）
▽
堂
野
守
孝

（
住
民
課
技
能
職
員
（
衛
生
セ
ン

タ
ー
））
▽
吉
井
由
起
枝
（
公
立

宇
出
津
総
合
病
院
管
理
栄
養
士
）

▽
中
町
律
子
（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
看
護
師
）

正
暁
（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
内

科
医
師
）
▽
魚
谷
雄
太
郎
（
公
立

宇
出
津
総
合
病
院
内
科
医
師
）
▽

松
原
正
明
（
公
立
宇
出
津
総
合
病

院
薬
剤
師
長
）
▽
藤
本
祐
助
（
公

立
宇
出
津
総
合
病
院
臨
床
検
査
技

師
）
▽
閨
崎
憲
一
（
公
立
宇
出
津

総
合
病
院
薬
剤
師
）
▽
栄
田
真
美

子
（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
総
看

護
師
長
）
▽
上
野
美
栄
子
（
公
立

宇
出
津
総
合
病
院
主
任
看
護
師
）

▽
浜
上
い
ず
み
（
公
立
宇
出
津
総

合
病
院
主
任
看
護
師
）
▽
高
坂
尚

樹
（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
看
護

師
）
▽
和
田
美
鶴
恵
（
公
立
宇
出

津
総
合
病
院
看
護
補
助
者
）

■
主
幹
級

▽
青
木
優
子
（
総
務
課
秘
書
室
主

幹
）
▽
蓑
島
真
吾
（
総
務
課
主
幹

（
組
合
専
従
許
可
））
▽
下
谷
内
奈

緒
（
企
画
財
政
課
主
幹
（
奥
能
登

広
域
圏
事
務
組
合
派
遣
））
▽
寅

松
伸
也
（
企
画
財
政
課
主
幹
）
▽

夛
田
利
洋
（
企
画
財
政
課
主
幹
兼

ふ
る
さ
と
振
興
課
地
域
戦
略
推
進

室
主
幹
）
▽
岩
井
芳
美
（
税
務
課

木
一
修
（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院

臨
床
検
査
技
師
）
▽
坂
本
ひ
ろ
み

（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
看
護
師
）

▽
水
島
敬
子
（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
看
護
師
）

■
再
任
用

▽
蔭
田
大
介
（
総
務
課
長
）
▽
下

野
景
子
（
内
浦
総
合
支
所
主
幹
）

▽
高
田
映
子
（
こ
ど
も
み
ら
い
セ

ン
タ
ー
所
長
）
▽
松
原
正
明
（
公

立
宇
出
津
総
合
病
院
主
任
薬
剤

師
）
▽
栄
田
真
美
子
（
公
立
宇
出

津
総
合
病
院
総
看
護
師
長
）
▽
上

野
美
栄
子
（
公
立
宇
出
津
総
合
病

院
看
護
師
）
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４
月
１
日
か
ら
利
用
料
金
が
次
の
よ
う
に

改
定
に
な
り
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

能
登
海
洋
深
層
水
施
設
の

　
　

利
用
料
金
を
改
定
し
ま
す

　

令
和
4
年
4
月
分
～
令
和
5
年
3
月
分
ま

で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額　

１
６
，
５
９
０
円
で
す
。

　

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に

よ
る
納
付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し

て
の
納
付
、
便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
も
あ

り
ま
す
。

　

納
付
期
限
ま
で
に
保
険
料
を
納
め
な
い
と

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
保
険
料
が
免
除
・
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

問
住
民
課
年
金
係
☎
（
62
）
８
５
１
０

お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
は

　

  

納
期
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

年
金
の
こ
と
で
日
頃
か
ら
か
ら
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
や
、
分
か
ら
な
い
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

専
門
家
で
あ
る
社
会
保
険
労
務
士
が
無
料

で
年
金
相
談
を
受
付
け
ま
す
。
老
後
の
生
活

を
支
え
る「
老
齢
年
金
」や
、「
障
害
年
金
」「
遺

お
知
ら
せ

無
料
年
金
相
談
を
受
付
け
ま
す

族
年
金
」
な
ど
の
給
付
制
度
に
つ
い
て
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

相
談
は
、ご
予
約
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

4
月
20
日
㊌　

10
時
～
16
時

場
所　

役
場　

1
階　

相
談
室

予
約
・
問
合
せ
先

　
　
　

住
民
課
年
金
係
☎
（
62
）
８
５
１
０

お
知
ら
せ

障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券
は

　
　
　

  
毎
年
申
請
が
必
要
で
す

　

町
が
指
定
す
る
タ
ク
シ
ー
会
社
を
利
用
し

た
際
、
小
型
車
基
本
料
金
分
が
割
引
と
な
る

助
成
券
を
、
障
害
者
一
人
に
つ
き
年
間
24
枚

ま
で
交
付
し
ま
す
。
週
に
2
回
以
上
人
工
透

析
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
年
間
96
枚
ま
で

交
付
し
ま
す
。

※
タ
ク
シ
ー
券
の
有
効
期
限
は
２
０
２
3
年

3
月
31
日
ま
で
で
す
。
前
年
度
に
交
付
さ
れ

た
タ
ク
シ
ー
券
（
有
効
期
限
が
２
０
２
2
年
3

月
31
日
の
も
の
）
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
再

度
今
年
度
分
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳
1
級
ま
た
は
2
級
の
人
、

療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
人
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
1
級
の
人

※
施
設
で
生
活
し
て
い
る
人
、
自
動
車
の
運

転
免
許
を
所
持
し
て
い
る
人
、
家
族
が
障
害

者
の
利
用
の
た
め
に
自
動
車
税
の
減
免
措
置

を
受
け
て
い
る
人
は
助
成
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

手
続
に
必
要
な
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

申
請
場
所

健
康
福
祉
課
、
柳
田
・
内
浦
総
合
支
所
、
小

木
・
鵜
川
支
所

　
　

問
健
康
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
62
）
８
５
１
５

飲
料
水　
（
2
㍑
）

濃
縮
水　
（
10
㍑
）

脱
塩
水　
（
10
㍑
）

原
水（
２
０
０
㍑
）

種　

類

100円
改
定
前

110円
改
定
後

　

町
内
に
住
所
を
有
さ
な
い
利
用
者
が
、
脱

塩
水
ま
た
は
濃
縮
水
を
購
入
す
る
場
合
、
改

定
後
の
料
金
に
10
％
を
加
算
し
た
料
金
と
な

り
ま
す
。
※
10
円
未
満
は
切
り
捨
て

　

こ
れ
か
ら
も
安
全
で
良
質
な
能
登
海
洋
深

層
水
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
問
能
登
海
洋
深
層
水
施
設

　
　

☎
（
74
）
１
２
３
３

　
　

ふ
る
さ
と
振
興
課
☎
（
62
）
８
５
２
６

　

町
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
や
文
化
ゼ
ミ
合

宿
、
教
育
旅
行
等
で
訪
れ
る
学
生
団
体
の
皆

さ
ん
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
4
・
5
年
度
は
、
テ
ニ
ス
や
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
を
行
う
一
般
の
人
（
能
都
健
民
テ
ニ

お
知
ら
せ

ま
ち
づ
く
り
合
宿
助
成
金
の

　
　
　

対
象
者
を
拡
充
し
ま
す

　

生
ご
み
の
減
量
化
や
堆
肥
と
し
て
の
資
源

化
を
図
る
た
め

に
、
生
ご
み
処

理
機
購
入
の
補

助
制
度
が
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
人

補
助
額

・
生
ご
み
処
理
機
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）

　

購
入
額
の
１
／
２
（
限
度
額
3
千
円
）

　

1
世
帯
2
台
ま
で

・
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

　

購
入
額
の
１
／
３
（
限
度
額 

2
万
円
）　

　

1
世
帯
1
台
ま
で

・
業
務
用
生
ご
み
処
理
機

　

購
入
額
の
１
／
３
（
限
度
額
20
万
円
）

　

1
事
業
者
1
台
ま
で

必
要
書
類　

メ
ー
カ
ー
名
・
規
格
が
記
載
さ

れ
た
領
収
書
、
振
込
口
座
が
わ
か
る
も
の

　
　
　
　
　

問
住
民
課
☎
（
62
）
８
５
１
０

お
知
ら
せ

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
補
助

ス
コ
ー
ト
ま
た
は
屋
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
利

用
者
限
定
）
で
、
町
内
の
宿
泊
施
設
を
利
用

し
た
人
も
「
ま
ち
づ
く
り
合
宿
等
助
成
金
」

の
対
象
と
し
ま
す
。

助
成
金
額　

宿
泊
助
成
1
人
泊　

1
千
円

助
成
対
象  

2
人
以
上
の
チ
ー
ム
で
4
人
泊

　

以
上　

※
町
民
は
対
象
外
に
な
り
ま
す

実
施
期
間　

令
和
4
年
4
月
1
日
㊎
～

　
　

令
和
6
年
3
月
31
日
㊐（
2
年
間
限
定
）

　

問
ふ
る
さ
と
振
興
課
☎
（
62
）
８
５
２
６

投票区 投票所 当日有権者数 投票者数 投票率

第 1 能登町役場　第 1 研修室・第 2 研修室 2,549 1,827 71.68%
第 2 町立ひばり保育所　遊戯室 1,050 781 74.38%
第 3 町立三波公民館　多目的研修室 432 300 69.44%
第 4 町立神野公民館　ホール 421 294 69.83%
第 5 町立鵜川公民館　図書室 829 568 68.52%
第 6 町立瑞穂公民館　和室 681 477 70.04%
第 7 柳田総合支所　会議室 1,190 892 74.96%
第 8 町立小間生公民館　研修室 347 259 74.64%
第 9 町立上町公民館　研修室 783 584 74.58%

第 10 町立岩井戸公民館　会議室 312 232 74.36%
第 11 内浦総合支所　第 1 会議室・第 2 会議室 1,756 1,175 66.91%
第 12 町立不動寺公民館　集会室 421 327 77.67%
第 13 町立秋吉公民館　集会室 254 187 73.62%
第 14 白丸コミュニティ施設　多目的ホール 583 414 71.01%
第 15 小木地域交流センター　ロビー 1,883 1,256 66.70%
第 16 旧町立高倉保育所　遊戯室 889 631 70.98%

合計 14,380 10,204 70.96%

3 月 13 日執行

石川県知事選挙開票結果

投
票
率
は

投
票
率
は
7070
・・
9696
％％

　

能
登
広
域
勤
労
者
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、

令
和
4
年
度
絵
画
（
油
絵
）
教
室
の
受
講
希

望
者
を
募
集
し
ま
す
。

教
室
実
施
予
定
日

4
月
23
日
㊏
、
5
月
21
日
㊏
、
6
月
4
日
㊏
、

6
月
25
日
㊏
、
7
月
16
日
㊏
、
8
月
6
日
㊏
、

8
月
27
日
㊏
、
9
月
24
日
㊏
、
10
月
8
日
㊏
、

10
月
15
日
㊏　
（
全
10
回
）

時
間　

18
時
～
20
時

場
所　

能
登
広
域
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
（
宇
出
津
ウ
―
10
―
１
）

活
動
内
容　

静
物
・
風
景

　

制
作
作
品
は
、
令
和
4
年
度
町
文
化
祭
等

（
展
示
部
門
）
に
展
示
予
定
で
す
。

申
込
締
切　

4
月
15
日
㊎

そ
の
他　

画
材
等
は
教
室
で
準
備
し
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先

能
登
広
域
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
62
）
３
７
５
５

募
集

絵
画
教
室
受
講
希
望
者

　谷本正憲氏の任期満了に伴う石川県知事選挙が、3月
13日に行われ、即日開票されました。
　期日前投票は5,843人（57.26％）、投票率は70.96％
で、前回（平成30年3月11日執行）の57.02％を大きく
上回りました。
　開票結果と投票区別投票結果は次のとおりです。

【石川県知事選挙の投票区別投票結果】

【開票結果】

いいもり　ひろこ 181 票

山　野　ゆきよし　 2,059 票

山　田　しゅうじ 5,794 票

は　せ　　　　浩 2,038 票

岡　野　　晴　夫 42 票

無効 90 票

馳 浩 氏が初当選
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自衛隊入隊予定者激励会　
　2 月 22 日、役場で自衛隊入隊予定者の激励会が開かれました。
　航空自衛隊に入隊予定の梶将嘉さん（＝新保＝）と海上自衛隊
に入隊予定の本間郁也さん（＝柳田＝）が大森町長らから激励を
受けました。大森町長が「志をしっかり持ち、一日でもはやく知
識と技術を身につけて立派な自衛官になってください」と活躍を
祈り、中川一自衛隊石川地方協力本部長が「やりがいを持って働
いてほしい」と激励の言葉を贈りました。
　入隊予定者を代表して、梶さんが「災害派遣など、人の役に立
てるように頑張りたい」と決意を述べました。

　2 人には、町自衛官募集相談員の出島健二さんと町自衛隊家族
会の田渕實会長からから記念品が手渡されました。

 複業人材登用発足式複業人材登用発足式　複業アドバイザーによる実証実験開始！

申込み・問合せ先　
住民課☎ 62-8510

　町職員が、職場や団体の活動の場へ出向き、マイナンバーカー
ドの申請をお手伝いします。まだマイナンバーカードをお持ちで
ない方は、友人や仕事仲間など3人以上で申込みできます。

利用方法
①3～10人程度の申請希望者を集める。
②代表者と会場、利用の希望日（第3希
　望まで）を決める。
③「マイナンバーカード出張申請サポ
　ート申込書」と「マイナンバーカー
　ド出張申請サポート希望者名簿」を
　記入し、役場へ提出する。

マイナンバーカード
　　出張申請サポート

　日時　4 月 9 日㊏　9:00 ～ 12:00
　場所　役場 1 階　住民課窓口

マイナンバーカード
休日臨時窓口 　マイナンバーカードの受取りや申請など、マイナンバーカード

の各種お手続きを受付しています。仕事などで平日に来庁が困難
な方はぜひご利用ください。
※戸籍や住民票の交付などの通常業務は取扱っていません。

※自宅でカードを受取る場合は、当日、下記の書類を準備して
ください。
必要なもの（本人確認書類はAかBどちらか）
●本人確認書類A（写真付き）・・・運転免許証、住基カード、
　パスポート、障がい者手帳など1点
●本人確認書類B（写真なし）・・・健康保険証、介護保険証、
　年金手帳、医療受給者証、学生証や社員証、診察券(氏名・
　生年月日、氏名・住所の記載があるもの)など2点
●通知カード

※役場でカードを受取る場合は、当日、写真撮影と申請書の記入
　のみです。（受取りの際に、本人確認書類と通知カードが必要です）

※申請から受取りまでは2週間～1か月程度かかります。

激励を受けた梶さん（左から 2 人目）と本間さん
（同 3 人目）右端は中川自衛隊石川地方協力本部長

毎月第2土曜日
　　　に開設しています

町道 1 級鴨川上長尾 1 号線町道 1 級鴨川上長尾 1 号線「孫三橋」「孫三橋」完成完成

　

鴨
川
地
区
か
ら
上
長
尾
地
区
に
抜

け
る
町
道
1
級
鴨
川
上
長
尾
1
号
線

「
孫
三
橋
」
が
完
成
し
、
3
月
20
日
、

関
係
者
や
地
域
住
民
ら
約
90
人
が
出

席
し
、
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

孫
三
橋
は
町
野
川
を
渡
る
橋
の
中

で
、
最
も
下
流
に
架
か
り
、
町
が
管

理
す
る
橋
梁
で
は
、
河
川
に
架
か
る

車
道
橋
と
し
て
最
も
長
い
橋
で
す
。

昭
和
36
年
の
架
設
か
ら
60
年
を
経
過

し
、
令
和
元
年
度
よ
り
架
け
換
え
事

業
に
着
手
、
3
年
を
か
け
て
完
成
を

迎
え
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
大
森
町
長
が
「
孫
や

未
来
へ
と
世
代
間
を
渡
し
、
地
区
の

皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
橋
に
な
れ
ば
」
と
式
辞
を
述
べ
、
開
通
式
実

行
委
員
会
の
松
井
英
芳
さ
ん
が
「
散
策
エ
リ
ア
と
し
て
地
域
間
交

流
に
も
つ
な
げ
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
行
わ
れ
た
柳
田
キ
リ
コ
太
鼓
保
存
会

に
よ
る
キ
リ
コ
太
鼓
演
舞

で
は
、
来
賓
の
山
口
彦
衛

県
議
会
議
員
や
大
森
町
長

ら
が
飛
び
入
り
で
参
加
す

る
場
面
も
あ
り
、
集
ま
っ

た
住
民
ら
か
ら
大
き
な
拍

手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、

参
列
者
全
員
に
よ
る
渡
り

初
め
が
行
わ
れ
、
橋
の
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。

4 月 5 月
28
㊍

29
㊎ ･ ㊗

30
㊏

1
㊐

2
㊊

3
㊋ ･ ㊗

4
㊌ ･ ㊗

5
㊍・㊗

6
㊎

7
㊏

8
㊐

9
㊊

ごみ・資源の収集 ごみ ･ 資源収集カレンダーのとおり　※ 8 時 30 分までに出してください

奥能登クリーンセンター 
☎ 62-8222　8:30 ～ 16:30 ● ● × ● ● ● ● ● ● ×

能都埋立処分場 
☎ 62-3362　8:30 ～ 16:30 × ● × ● ● ● ● ● ● ×

のとクリーンサービス 
☎ 62-4400　8:30 ～ 17:00

（し尿収集・浄化槽清掃）
× × × ● × × × ● × ×

能登三郷斎場
☎ 62-4600　8:30 ～ 17:15 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　　　　　　　　　　　　
　●…営業　×…休業　    　　　　　　　　　　　　　　　問住民課☎ 62-8510

大型連休のごみ収集・受入等の営業について

平
常
ど
お
り

平
常
ど
お
り

　㈱ AnotherWorks と連携協定を結び、公募していた複業アドバイザー 2 人が決定し、3 月 23 日、役場で複
業人材登用発足式が行われました。
　今回登用されるのは、30 人以上の応募者の中から選考された
東京都内の国内総合コンサルティング会社に勤務する白尾敏朗
さんと㈱ふるらぶ 代表取締役の片桐新之介さんです。白尾さん
はイカキングの経済効果を検証する「算出アドバイザー」、片桐
さんはイカキングのキャラクターの商品開発に助言する「商品
開発アドバイザー」として、地域課題解決と関係人口の創出に
向け、サポートします。登用期間は 3 月下旬から 8 月末までの
約 6 か月間で、その後、経済効果額の公表を予定しています。
　発足式はオンライン形式で行われ、大森町長は「町の課題解決
と複業による関係人口の創出につなげたい」と 2 人の活躍に期
待を寄せました。

アドバイザーに決定した片桐さん（左上）と白尾さん

（右上）右下は㈱ AnotherWorks の大林尚朝代表取締

役 CEO
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番号 講座名 時間 ( 分 ) 担　当
1 私のまちづくり 45 町長（総務課 秘書室）

2 身近な議会 60 議会事務局

3 役場の組織と役割 45

総務課
4 くらしの中の選挙 45

5 進めよう町の改革 45

6 マイナンバー制度を学ぼう！ 45

7 能登町創生総合戦略について 45 ふるさと振興課（地域戦略推進室）

8 移住政策から考える空き家の利
活用について 45 ふるさと振興課（定住促進協議会）

9 ふところぐあいお見せします 60
企画財政課

10 助成金をもらってみよう！！ 45

11 町の税について 30 ～ 45 税務課

12 税務署へ行かずに確定申告 適宜
輪島税務署

13 税の役割と税務署の仕事 適宜

14 窓口業務のあれこれ 30
住民課

15 ご存じですか？国民年金制度 60

16 自主番組ができるまで 45 総務課（CATV 放送室）

17 未来につなぐ相続登記 45 金沢地方法務局輪島支局

18 Let's ！ブックトークコート 45 中央図書館

19 もっと知ろう　介護保険 60

健康福祉課

20 認知症を正しく理解しよう 60 ～ 90

21 老人福祉ってどんな制度 30 ～ 45

22 障害福祉ってどんな制度 30 ～ 45

23 国保、後期高齢者医療あれこれ 60

24 生活習慣病を予防しよう 60

25 骨粗しょう症を予防しよう 40

26 予防接種の Q ＆ A 30

27 レクリエーションで介護予防 60

28 がん語り部講座 30

29 郷土料理を学ぼう 90

30 心の SOS に気づこう！ 45

31 こころのケア講座 50 ＤＶホットラインのと

32 手話っち！ 90 手話サークルこだま会

33 よくわかる食品安全の基礎知識 60 または 30

北陸農政局

34 よくわかる有害化学物質と商品
安全（重金属編） 60

35 よくわかる牛トレーサビリティ 60

36 よくわかる米トレーサビリティ 60

37 よくわかる
新たな原料原産地表示制度 60

38 ご存じですか？食料自給率 60

39 和食文化の継承の取り組み 60

40 石川の水産発行食品「いしる」 30 県水産総合センター

41 おいしい牛肉「能登牛」 40 県農林総合研究センター
畜産試験場能登畜産センター

42 おしえて深層水 60 ふるさと振興課

番号 講座名 時間 ( 分 ) 担　当
43 鳥獣害対策（基本編） 90

農林水産課
44 鳥獣害対策（防護柵・捕獲） 90

45 広げようリサイクルの輪 60

住民課
46 ごみ処理等の施設見学 60

47 不法投棄の現状と対策 60

48 身近な地球温暖化対策 60

49 街と海、きれいに保つ下水道 45
建設水道課

50 こうして届けられる
　能登町の水道水 60

51 環境・エネルギーについて 30
北陸電力㈱珠洲営業所

52 北陸電力株式会社
珠洲太陽光発電所の施設見学 30

53 能登町の自然 45 のと海洋ふれあい
センター

54 よくわかる農薬に関する安全性 60 または 30
北陸農政局

55 よくわかる家畜伝染病 60

56 石川の漁業、能登町の漁業 30

県水産総合センター

57 大敷網も流す「急潮」の
　発生メカニズム 45

58 石川県のイカ釣り漁業 45

59 身近な川や池の魚たち 45

60 ドジョウの養殖 45

61 町の防災について 45

総務課（危機管理室）62 マイ・タイムラインを作ろう 45

63 自主防災組織を作ろう！ 30

64 地域での防災対策
　（家庭や地域でできる事） 60 町防災士会

65 救命入門コース 60

能登消防署

66 救命入門コース（90 分） 90

67 普通救命講習Ⅰ 180

68 普通救命講習Ⅱ 240

69 普通救命講習Ⅲ 180

70 上級救命講習 480

71 地域の防火・防災　その１ 40

72 地域の防火・防災　その２ 30

73 消防署施設見学 60

74 海上保安庁の仕事 45 ～ 60
能登海上保安署

75 海の安全講座 45 ～ 60

76 交通事故防止講座 45 ～ 60
珠洲警察署

77 振り込め詐欺被害防止講座 45 ～ 60

78 消費者トラブルについて 60 住民課

79 消費生活講座 30 ～ 60 消費生活推進員

80 家庭・家族の法律 Q ＆ A 60 棚田　洋一

81 インターネットを始めよう
　（初心者向け） 適宜 総務課

82 ミニミニ映像クリエイト 適宜 総務課（CATV 放送室）

83 みんなで踊ろう「能登町音頭」 60 町婦人団体協議会

番号 講座名 時間 ( 分 ) 担　当
84 作ってみよう！イカとっくり 30

県海洋漁業科学館
85 作ってみよう！

　きれいな海藻しおり 30

86 加夢加夢おはなし会 30 ～ 45 加夢加夢おはなし会

87 縄文土器で塩づくり 90 のと海洋ふれあい
センター88 貝がらクラフトを楽しもう！ 30 ～

89 まんてんぼしから宇宙へ 30

星の観察館 満天星
90 うちゅうで遊ぼう！ 30

91 虹が見える !? 光の実験ショー 20

92 まんてんぼしから宇宙へ
　（出張版） 30

93 伝統文化　和紙づくり ～半日 久田和紙 紙工房みわ会

94 伝承娯楽「ごいた」 60 能登ごいた保存会

95 能登町まるごと観光
　（町内各地の見どころ） 60 ふるさと振興課

96 町は大きな博物館 45 民有「歴史文化」資産
の保存活用を考える会97 能登町ロマンスロードトレイル 180

98 真脇遺跡とは 30 真脇遺跡縄文館

99 能登町れきし・ぶんか教室 適宜 教育委員会事務局

100 健康の原点はウォーキングから 90
町スポーツ推進委員会

101 ニュースポーツの紹介 90

102 体組成測定／体力テスト 60

能都体育館

103 ノルディックウォーキング 120

104 YOGA 60

105 ピラティス 60

106 シニアフィットネス 60

107 アクアエクササイズ 45

　町民の皆さんの「学んでみたい！」
というご要望にお応えするため、各講
師が皆さんの所へ出向いて、お話をお
届けします。
　防災、救命、福祉、健康、スポーツ
など、全 107 講座を取りそろえました。
お申し込みをお待ちしています。

対象
町内に在住、在勤、在学する概ね 10 人以上で構成さ
れる団体、またはグループ、サークルです。

開催日時
年末年始及び祝日を除く、午前９時から午後９時まで
の間で、おおむね２時間以内とします。

開催場所
原則として町内とします。（会場の手配や進行は申込
者側でお願いします。）

費用
原則無料です。（教材費、施設使用料などが必要な講
座もあります。）

お申込み方法
開講希望日の２週間前までに、受講申込書をご記
入の上、生涯学習推進本部にお送りください。

（ＦＡＸ、電子メール可）
詳しい講座内容や受講申込書は教育委員会事務局、各
総合支所・支所、公民館で配布しているほか、町ホー
ムページからもダウンロードできます。

その他
この講座は、皆さんの学習支援のために開催します
ので、苦情や批判などを言う場にならないようにご
協力ください。※感染症対策等のため人数などの制
限をお願いする場合があります。

お引き受けできないとき
・公の秩序または善良な風俗を阻害したりするおそ
れがあるとき

・特定の政治または宗教に関わる活動につながるお
それがあるとき

・営利を目的とした事業等を行うおそれがあるとき
・町長が出前講座の実施が適当でないと認めるとき

能登町まちづくり出前講座 検索

https://www.town.noto.lg.jp/www/service/detail .
jsp?common_id=14034

お
問
合
せ
・

お
問
合
せ
・

お
申
込
み
先

お
申
込
み
先

能登町生涯学習推進本部能登町生涯学習推進本部
　　　（教育委員会事務局内）

ＴＥＬ：６２－８５３７　ＦＡＸ：６２－８５３８
E － mail：kyouikuiinkai@town.noto.lg.jp
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